
ラムサール条約と琵琶湖

ラムサール条約湿地・琵琶湖

登録日：1993年6月10日（日本で9番目）
2008年10月30日に、西の湖が拡大登録

条約湿地の面積：合計65,984ヘクタール

西の湖は、現存する
琵琶湖最大の内湖
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・固有種がいる

・20,000羽を超える
水鳥が越冬に利用する

・絶滅危惧種がいる

かんたんにいうと・・・国際的な登録条件
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日本での登録条件

1950年～ 国定公園特別地域
1971年～ 県設鳥獣保護区

琵琶湖がいちばんにぎわうのは冬！？ 10万羽を超える水鳥たち

調査の結果は、滋賀県のH.P.でみられます https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/shizen/316666.html
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アジアが誇る湿地“水田”

兵庫県豊岡市を流れる円山川。コウノトリの野生復帰で
国際的にも知られています。


